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研究成果の概要（和文）：アミロイド線維は変性蛋白質の形成する線維状の凝集体であり、アミロイドーシスの原因と
なる。アミロイド線維は原因蛋白質の過飽和溶液から、核形成、成長によって形成する。本研究ではアミロイド線維形
成における過飽和の役割を研究した。
超音波が過飽和を解消する特に有効なアジテーションであることを示した。超音波照射装置とプレートリーダを組み合
わせた装置HANABIを作製し、アミロイド線維形成のハイスループット解析を可能とした。また、別の蛋白質凝集として
アモルファス凝集がある。アミロイド線維とアモルファス凝集の関係が、物質の結晶とガラスとの関係にあることを示
し、これにより、蛋白質凝集の一般的な原理を提唱した。

研究成果の概要（英文）：Amyloid fibrils are fibrillar aggregates of denatured proteins associated with 
various amyloidoses. Amyloid fibrils form in the supersaturated solutions of precursor proteins through a 
nucleation and growth mechanism. We revisited "supersaturation" and studied its role in amyloid 
fibrillation.
We showed that ultrasonication is one of the most effective agitations to force spontaneous fibrillation 
and constructed a HANdai Amyloid Burst Inducer (HANABI), which combines the use of a water-bath-type 
ultrasonicator and microplate reader. HANABI makes possible a high-throughput analysis of amyloid 
fibrillation.
On the other hand, the term amorphous aggregate has been collectively used for other types of aggregates, 
which have not been the targets of intensive research. We showed that amyloid fibrils and amorphous 
aggregates were similar to the crystals and glasses of substances, respectively, explaining 
comprehensively the kinetics and thermodynamics of protein aggregation.

研究分野：蛋白質科学

キーワード： 蛋白質　フォールディング　アミロイド線維　凝集　超音波　β２ミクログロブリン　アミロイドβペ
プチド　αシヌクレイン

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
蛋白質はフォールディングして特異的な
立体構造を形成して機能を果たし、生命活動
を担う。他方、蛋白質は凝集して機能的構造
とは異なる構造をとる。このような異常凝集
の代表に、「アミロイド線維」がある。アミ
ロイド線維は蛋白質が線維状に重合した高
分子凝集体であり、アルツハイマー病、透析
アミロイド病、Ⅱ型糖尿病、パーキンソン病
など多くの深刻な疾病の原因あるいは、それ
らと深く関わる。研究代表者は、2000 年頃
より、アミロイド線維の構造と物性、形成機
構の研究を行ってきた。 
アミロイド線維の形成は、核形成と伸長反
応からなる。原因蛋白質モノマーは、潜伏期
間を経て重合核を形成し、その後、加速的に
線維が増殖する。既存の線維の少量を、モノ
マー溶液に加えると、潜伏期を経ずに、線維
形成は速やかに起きる（シーディング反応）。 
このような線維形成の特徴は、物質の結晶
成長と全く同じである。つまり、溶液に溶け
た変性蛋白質が、溶解度を越えた過飽和状態
にあり、何らかの刺激によって、過飽和状態
の解消と共役してアミロイド線維が析出す
ると考えた。 
 
２．研究の目的 
代表者は、「蛋白質異常凝集の統一原理」
を提唱した。すなわち、アミロイド線維形成
は、短いペプチドや変性した蛋白質が、溶解
性を超えることによって析出する場合の、基
本構造である。しかしながら、ペプチド溶液
はしばしば過飽和となるためアミロイド形
成は容易には起きない。このような統一原理
によって、アミロイド線維だけでなく、三次
元結晶から不定形凝集まで、蛋白質の構造転
移を包括して理解することが、本研究の目的
である。 
 
３．研究の方法 
(1) 超音波照射によるアミロイド線維形成 
①システムの改良：超音波がアミロイド原因
蛋白質の過飽和を解消しアミロイドを生成
する有効な方法であることを既に発表した
[Ohashi, et al. J. Biol. Chem. (2005)]。そして、
これを効率的に行うために、96穴プレートリ
ーダと超音波装置を組み合わせることによ
って、アミロイド形成を効率よく、迅速に測
定できることを発表した[So, M. et al. J. Mol. 
Biol. (2011)]。これを更に発展させ、プレート
リーダと超音波装置を合体させるシステム
を開発する。 
 
②超音波による線維形成の促進：超音波を用
いて、さまざまな蛋白質のアミロイド線維形
成が促進されることを検証する。材料の蛋白
質としては、これまで主に使用してきた β２
ミクログロブリンに加え、アルツハイマー病
に関わるアミロイド β、パーキンソン病に関
わる αシヌクレイン、角膜変性症に関わるケ

ラトエピセリンなどを用いる。 
 
③超音波による線維崩壊の促進：アミロイド
線維が過飽和における析出であるならば、溶
解度以下では線維はモノマーに解離するこ
とが予測される。既にでき上がった線維に超
音波を照射することにより、これらを調べる。
特に、溶解度と異常凝集の関係を明らかにす
る。 
 
(2)一線維蛍光顕微鏡による観察 
①蛍光二色観察：これまでは線維に特異的な
チオフラビンTを用いて蛍光顕微鏡観察を行
ってきた。アミロイド線維形成機構をさらに
詳細に検討するには、線維を二色で観察する
ことが有効である。このためにチオフラビン
T とは異なる蛍光色素 Alexa 532 で蛋白質を
修飾し、その線維形成反応を蛍光顕微鏡で観
察する。 
 
②アミロイド線維のレーザーによる崩壊：ア
ミロイド線維の蛍光顕微鏡観察を行う中で、
照射レーザー光がチオフラビン T を励起し、
活性酸素等を発生することにより、アミロイ
ド線維を崩壊することを明らかにしてきた
[Ozawa et al., J. Biol. Chem. (2010, 2011)]。この
結果は、新たな治療法の可能性を示唆する。
すなわち、特異的に結合する色素を用いて線
維を崩壊させることができるかもしれない
（光線力学療法）。アミロイド線維に対する
レーザー照射実験を行う。 
 
(3)構造と物性の計測 
CD と熱測定：蛋白質の構造と安定性の研究
には熱測定が重要な手法として用いられる
が、アミロイド線維に対しては、問題が多く
活用されていない。温度に依存した線維の構
造変化から、線維形成の熱力学的機構を解析
する。 
 
４．研究成果 
(1)超音波照射によるアミロイド線維の形成
①システムの改良：超音波がアミロイド原因

 

図１．アミロイド誘導装置 HANABI の外観と構
成。文献 8を基に作成。 



蛋白質の過飽和を解消しアミロイドを生成
する有効な方法である。これを効率的に行う
ために、96 穴プレートリーダと超音波装置を
組み合わせることによって、アミロイド形成
を効率よく、迅速に測定する装置 HANdai 
Amyloid Burst Inducer (HANABI)を製作した
（図１）。特にプレートを移動させて超音波
を均質に照射すること、浴槽内の水を脱気し
て、超音波の伝播効率を高めることができた。 
 また、HANABI は蛋白質の単結晶の作製にも
用いることができた（図２）。 
 
②アミロイド形成因子の探索：HANABI を用い
てさまざまな蛋白質のアミロイド線維形成
反応の因子を解析した。ニワトリ卵白リゾチ
ームのアミロイド線維形成をさまざまな濃
度の塩サイングアニジン存在下で調べた。塩
酸グアニジンによって見かけの安定性が低
下するとアミロイド線維形成は促進された。
しかし、ラグ時間の揺らぎの目安となる変動
係数(coefficient of variation)は、塩酸グ
アニジン濃度に依存しなかった。これより、
アミロイド線維形成の律速段階は、変性状態
において、コンパクトな中間状態を形成する
段階にあることが示唆された。 
 
③超音波効果の一般性：超音波照射が溶質の
過飽和を解消し、アミロイド線維形成を促進
する一般的で強力な手法であることを、さま
ざまな蛋白質を用いて示した。例えばニワト
リ卵白リゾチームやヒトインスリンはアル

コール水混合溶媒で、見かけ溶けているが超
音波によりアミロイド線維を形成する。蛋白
質ミスフォールディング・ファネルを提唱し
た（図３）。 
 ケラトエピセリンは角膜変性症の原因蛋
白質であり、その断片ペプチドがアミロイド
線維を形成することが知られている。本研究
では、野生型とアミロイド病を発症しやすい
変異型のケラトエピセリンペプチドに対す
る界面活性剤である塩化ベンザルコニウム
(Benzalkonium chloride)の効果を調べた。塩化
ベンザルコニウムは、臨界ミセル濃度付近で
これらのペプチドのアミロイド線維形成を
促進した。塩化ベンザルコニウムは点眼薬に
一般に添加されることから、その危険性が示
唆された。 
 
(2)超音波照射によるアミロイド線維の崩壊 
①臨界アミロイド濃度：アミロイド線維は、
モノマー濃度が臨界アミロイド濃度よりも
高い条件で形成されると考えられる。このよ
うな考えに従うと、一旦形成されたアミロイ
ド線維も、臨界アミロイド濃度よりも低い濃
度において、モノマーに崩壊することが予想
される。また、これが物理的に困難である場
合には、超音波によって溶解が加速すると期
待された。 
 このような実験をアミロイドβ、αシヌク
レイン、β２ミクログロブリン、インスリン
など様々な蛋白質のアミロイド線維で行っ
た。アミロイドβやαシヌクレインでは、超
音波によってモノマーへの溶解が加速され
たが、同時にアモルファス凝集も形成された。
このような傾向はβ２ミクログロブリンや
インスリンでより顕著であった。 
 超音波によるアモルファス凝集の形成を
解析した結果、アミロイド線維とアモルファ
ス凝集は競争的関係にあること、超音波を長
時間照射すると、一旦できたアミロイド線維
がアモルファス凝集に変わることがわかっ
てきた。 
 
(3)二色標識によるアミロイド線維の形成機
構 

 
図４．結晶化とアミロイド線維形成の類似性の
比較。文献 6を基に作成。 

I

J 30 min

30 min 60 min

60 min

90 min

90 min

 

図２．ニワトリ卵白リゾチームの HANABI による
単結晶形成の促進。下図が超音波を照射した場
合。文献 10 を基に作成。 

 
図３．蛋白質ミスフォールディング・ファネル。
過飽和は超音波により解消され、アミロイド線
維が生成する。文献 3を基に作成。 



 アミロイド線維の形成機構を詳細に調べ
るために islet amyloid polypeptide (IAPP)
を用いた。蛍光色素 Alexa532 で特異的に標
識した IAPP を調製し、Alexa532 の蛍光でア
ミロイド線維形成を一線維観測すると共に、
チオフラビン Tでも観測した。 
その結果、モノマー分子は、既に存在する
アミロイド線維の側面に結合して、その後、
線維に先端に移動して成長する、側面結合モ
デルと一致する結果が示された。既存線維の
側面には多くの弱い結合サイトがあると予
想され、これにまず結合して、より安定な先
端に移動すると考えられる。このような結果
は、物質の単結晶形成の場合とよく似ている
（図４）。 
 
(4) アミロイド線維形成の熱力学 
 アミロイド線維は高分子量の凝集体であ
り、これまでアミロイド線維形成の熱測定は
困難と考えられてきた。代表者らは等温滴定
熱量計を用いることによってβ２ミクログ
ロブリンのアミロイド線維とアモルファス
凝集の熱測定を精度よく行うことに成功し
た。これにより、アミロイド線維やアモル
ファス凝集が、他の構造状態と同じ、熱力
学的な状態であることが明らかになった
（図５）。 
それでも、アミロイド線維やアモルファ
ス凝集にはさまざまな多型の存在すること
から、これらを区別して、構造安定性を理
解することは容易ではないと考えられる。 

 

(5) αシヌクレイン・アミロイド線維の低温
変性 
低温変性は球状蛋白質ではよく知られた
現象であり、安定化に対する疎水的相互作用
の寄与の大きなミオグロビンやβラクトグ
ロブリンで観察される。同様の低温変性現象
が、αシヌクレインでも観察されることを明

らかにした。その分子機構は不明であるが、
アミロイド線維の構造安定性を考える上で、
特に重要な発見と考えられる。 
 
(6)まとめ：アミロイド線維の構造安定性と過
飽和 
本研究により、アミロイド線維は変性蛋白
質が、溶解度以上に存在した場合に形成する
結晶性の析出物であることが明らかとなっ
た（図７）。このような結晶性の析出には過
飽和が伴う。また、シーディングによってア
ミロイド線維の析出が促進されることも重
要な特徴である。他方、結晶性でないガラス
性の析出はアモルファス凝集であり、過飽和
を伴わない。 
 従来、アミロイド線維形成は、ユニークな
構造構築現象として構造生物学的な興味が
持たれてきた。アミロイド線維を安定化する
構造や相互作用は重要な問題であるが、溶解
度を越えた変性蛋白質の過飽和を伴った析
出という視点は、新たな視点であり、重要で
ある。 
 以上の視点から更に研究を発展させるこ
とによって、蛋白質の構造物性の基本的理解
が広がると共に、蛋白質凝集の関わる病気の
予防や治療にも貢献するであろう。 
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